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はじめに
　皆さん，こんにちは．私の最終講義を兼ねている
ということですが，実は大学の授業は，まだ，来週
残っています．
　最初にセンター長からお話がありましたように，
このセンターのセミナーで私自身が話すことがな
かったので，「一度ぐらい話をしろ」ということと，
そして退職ということで少しお付き合いをお願いし
ます．ちょうど第25回と（在職）25年が重なってい
ます．25年勤めさせていただいて，そのまとめとい
うわけではありませんが，これから皆さんに，現職
の先生方，または現職を既に終わったけれども，リ
タイアした先生方にまだ関わってもらえたら，と思
うようなことをお話ししたいと思っております．
　それで，少しだけ自己紹介を．次にセンターです
けども，センターは何度か改組してきましたので，
私が定年になっていなくなると，センターの昔のこ
とを知っている方はいなくなる．私も設立のときは
いませんでしたが，そのような話をしたいと思いま
す．
　それと，テーマとしては三つのこと，教育方法と

学力，学校ということを書いてありますが，この三
つを横割りに一つずつしゃべるというのではなく
て，絡ませて，話をしたいなというように思ってい
ます．もし時間があれば最後に，望んでいることを
いくつかお話しさせてもらうというつもりです．学
生たちには「指導案をちゃんと作って計画的に授業
を進めなさい」と言っていながら，今日は計画的で
はなくて行き当たりばったりに思いつくことをしゃ
べらせてもらって，ゴールの 2 時40分には終わりた
いと思いますので，行き着くところまで行きたいと
思います（笑）．

センターの歴史
　というところで，センターの変遷を少しお話しし
たいと思います．皆さん方のお手元の，このスライ
ドをご覧下さい（スライド 2）．最初に，センター
は1977年（昭和52年）に教育工学センターという名
称で設立されました．⑴と書いてあるのは教員が何
名ついているかという意味で，1 名の先生，あとで
お名前を出したいと思います．その後1992年に「教
育実践研究指導センター」というセンターに改組に
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なります．ちょうど1977年からお勤めだった先生が
定年になられまして，私はその後任として1992年に
赴任しました．国の予算が成立していなかったので，
私は教育工学センターの教員として 4 月 1 日から 4
月 9 日まで過ごしました．4 月10日に教育実践研究
指導センターの教員ということで辞令を，改めても
らいました．そういう時代ですね．
　そして，教員が 2 名になります．私が赴任してか
らもう 1 名の人を探しました．その後，学部は1998
年に教育文化学部という名称に変えていくことにな
ります．さきほどもセンター長からありましたよう
に，1999年 9 月に「第 1 回のこのセミナー」を開催
させていただきました．それから年に 2 回ないし 1
回ということでやってきました．
　ではなぜ，このセミナーを開催したかといういき
さつですが，それは2000年 4 月に教育実践研究指導
センターという名称から「教育実践研究総合セン
ター」に改組されることになり，これをきっかけに
教育臨床の先生方がお二人増えます．そこで，すで
に学部に赴任されていた鶴光代先生に講演していた
だいたのです．大学が，皆さん方に，学校にも，サー
ビスできることを積極的にしていこうということ
で，「センターができます」という宣伝を兼ねまし
て，最初にセミナーを開いたというのが実のところ
です．
　それまでのセンターは，学部に向けてサービスを
するような仕事をしてきたわけですけども，外に向
かって少しずつ，学外の人，学校現場に対してのサー
ビスをしていこう，そういう大学の窓口としてセン
ターが機能するような形でいこうということになり
まして，このセミナーを開催したということになり
ます．
　教育臨床の先生方は 2 人でしたが，その後 3 人に
なりまして，専任教員はこのあと 5 人体制になりま
す．それと，大学が法人化していきます．そして，
2010年に現在の「教育実践研究支援センター」と再
び名称が変わります．
　この「支援センター」になってからは，実務家の
先生方，交流人事のような形でうちの大学にきてい
ただくという方だとか，現職の途中からうちの大学
に移っていただいた，そういう先生方が増えました．
よく数えたら13人です．13名の方が今，センターの
所属ということになっています．ただ，私も 3 年ぐ
らい前に，センターの所属ということでなく，本籍

上，学部の所属教員でセンターを担当する教員とい
う形に変わっていますけども，現住所というか，実
際の仕事はほとんど同じことをやっています．その
ような現状でございます．そして今年度から教職大
学院が発足したと．この教職大学院にかかわった先
生方がセンターに多くいらっしゃるというところで
あります．
　それで，ではそういう中で，先ほど申しましたよ
うに，最初に，このセンターができたときに安田浩
先生が赴任されました．その安田先生が赴任された
ときに，「教育工学研究報告」という研究報告書を
出すことを開始しました．その後，現在は「教育実
践研究紀要」という名称になっています．最新のも
のがこちらの38巻で，昨年の 3 月ですね．昨年度末
に出しています．
　初期の頃は大学の教員と附属の先生方もおります
けども，しだいに学部教員の割合は増えてきた論文
の形式を取っています．また，最近は現職の先生方
と大学の教員がチームを組んでやった報告というの
が増えてきています．県内の各学校さんには配布し
ています．この 3 月からは，もしかするとPDFで
しか出さなくなるかもしれません．お金がなくなっ
てきているからです．以上が外に向かってセンター
がやってきていることです．

教育実習の改革
　次にこれに関して私が中心的に行ってきたことも
少ししゃべりたいと思います．一つは，教育実習が
4 年次から 3 年に降りるという，ちょうどその過渡
期のときに私は赴任しました．で，それを変えてい
かなきゃいけないということが，大きな仕事として
ありました．
　それと，現在は教育実習で事前指導というのが行
われていますけども，事前事後指導が単位化しよう
とする時期でした．実は秋田大学に赴任する前に，
東京学芸大学においては試行的にそういうものを
行っていました．それを，赴任したときに続きをや
れということで，これについては随分，四苦八苦し
て，附属の先生にも随分お願いをしたりしました．
大学にきて，学生向けの授業をしてもらいたいとお
願いすると，「そんなことは，やったことがない」
という声から始まって，それでもお願いを続け実施
に漕ぎ着けました．

Akita University



第40号　2018年 251

情報教育と総合的な学習の時間
　それと情報教育にも関わりました．またちょうど
秋田で「ふるさと教育」が始まる時期に赴任してき
ましたので，その後，「総合的な学習の時間」が出
てくるということで，附属小学校を中心に研究会を
立ち上げたりもしました．総合的な学習の時間が，
学校に始まるにあたって，附属小では「はばたき学
習」をずっとやってきていましたので，それを広め
ることをしたほうがいいんじゃないかということ
で，やってもらうようなことをいたしました．
　それと，今の総合が始まった頃で，現場からもど
んなことやったらいいかということで，来てくれと
いうような声も起こってきましたので，そうやって
学校訪問する機会が随分増えました．それと，大学
としてというより，私個人がかかわって大学がやっ
てくれたに近いものに，例えば「はばたけ秋田っこ」
という秋田市が始めたものがありました．1996年で
すけれども，（写真を示しながら）今，3 人でこの
モニターを見ている．当時，まだコンピュータが学
校に入ってきていない頃に，大学にありましたので，
子どもがインターネットを使うという体験の場を提
供しました．この 3 人の子は確か，違う学校の子な
んです．3 校の子が集まって私のところに来てモニ
ターを共有しながら人的交流を試みるものでした．
いろんな地区でやっていたんです．このような画面
を見て何かやりましょうということを，大学として
は最初にやったようなことだと思います．

学外との連携
　さらに総合センターになったときに，外に向かっ
て開こうということで，出前授業の窓口的なことを
させていただきました．ですから，学校には随分，
この頃からそれ以外でもおじゃまするようなことを
しましたし，ほかの教員が学校に出ていくようなこ
とも，この頃から少し，ご理解をいただけるように
なって，お願いして小学校で授業してくれませんか
なんてことを学内に広めることをやってまいりまし
た．
　そして十年研が義務化されますよね，免許更新で
はなくて十年研．そのときに 5 日ぐらい実習をしろ
というのが確かあったんですね．その実習先の一つ
として大学でやってくれないかという声が起こっ
た．大学では，じゃあ，どうするかと，一番簡単な
のは，5 日間ですが研究室に入ってもらってもいい

よと．例えば図書館に行って調べて，それを 5 日間
の間に時々，先生に報告すればいいということでも
いいし，実験を一緒にやりましょうというのでもい
いですから，そのようなおつき合いをしてくれる先
生いませんかということを，学内にお願いをして受
け入れをしました．その調整もさせていただくよう
なことをしました．
　それと，今日は，当時の 2 人の方がいらしている
のですが，実は県教委さんと市教委さんはそれぞれ
独自に十年研を行っていました．中核都市になって
からそうなりました．この 5 日間分は，大学で受け
入れるので，その分だけでも両方のヘッドの人に
ちょっと来ていただいて，そんなので調整をさせて
もらうということもした記憶がございます．

外部経費による研究開発
　その後，大学が法人化していく間に，この頃に私
が直接担当したのは，文部科学省からかなりのお金
をいただきまして，教員養成を変えていくという試
みがありました．このあと示す「まなびの総合エリ
ア」というのを作って，私は特に「19GP」といわ
れる，そういうところでかかわる仕事をさせてもら
いました．
　それを少し紹介させてもらうと，先程の教育実習
のところに戻りますと，私は平成 4 年に赴任しまし
た．教育実習を 3 年生の後期と 4 年生の前期でやっ
ていたのを，平成 6 年から前期，後期に分けて 3 年
生で教育実習をしようというのを提言しまして，改
革を始めました．現在はさらにもっと前倒しして，
2 年生と 3 年生で教育実習を行うようなことを今，
お願いをしているところです．副免実習は， 4 年生
であります．そういうふうに随分改善させていただ
きました．
　それと，少なくとも平成13年には「教育実習の手
引き」という試案を作ったりしていますので，この
ような作業をしたりすると，どうしても私 1 人じゃ
なくて仲間を何人か探してやるわけです．ただ，や
はり初期の頃は，私と教育実習委員長と 2 人ぐらい
で案を作りました．逆に言うと2年生の教育実習で，
附属学校さんからはちょっとまだ若すぎるかなとい
うご指摘もあるところでしたけれども，こんなよう
なことをやってまいりました．
　それと，文部科学省から大学独自のカリキュラム
に対してお金がつくようになる．うちの学部ではこ
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んなようなことやってきました．
　私が直接かかわったのは，3 と 4 です．平成18年
度に，一つは，これは教員研修センターですけど
も，モデルプログラムを作るということについて関
りました．その後も，平成20年にもお金をいただい
てそんな作業もいたしました．それともう一つは，
これの続きとして，平成19年度に文部科学省からお
金をいただきまして，こういうプログラムを開始し
ました．特に教員養成と現職教育との融合というこ
とを念頭に仕事をするようなことをさせてもらいま
した．ここにもそのときお願いをした方々もいらっ
しゃると思います．
　これまでいろんな方がやってきているものの資産
を活用して，新たなことをしようということで，私
はこのようなことをやってきました．「ミューチュ
アルエントリー授業」というのは，ここの向かいの
ところに教室がありまして，小・中学校の教室規模
ぐらいのものです．そこで学生が模擬授業をしたり
することをやっておりました．そこに現職教員も一
緒に来てもらって，ここで何かやることできないか
という取り組みをやったのが，ミューチュアルエン
トリーというものです．それは，ここについたてを
立てると，ちょうどこちら側の部屋は，学校の教室
のサイズになるようにしました．この外からでもい
いですし，後ろからでも見ることができるように，
学校と同じ教室を再現しています．そのほか，後ろ
にこうやって入ってもいいですよ，というようなこ
ともして教室を作りました．で，その教室での映像
をこの部屋で流してここ（会場のスクリーンを指し
て）に映す．これは，この部屋を改修する前の映像
です．ちょっと椅子と机が違っています．
　こんな仕掛けをつくり，その部屋の様子を外から
も観察できるようにしました．そして 4 台のカメラ
で撮った映像を映して（同時に見るのはかなりしん
どいんですけれども），机間巡視の様子はワイヤレ
スのマイクで拾うなどというのを作りまして，実践
した．
　これはその際の写真です（スライド）杜威先生だ
と思うのですが，学生にこの授業を解説してもらう
ということもやりました．さらに現場と大学と学生
が一緒にできる場を何か作れないかということで，
このような授業が終わったあとに，授業者にお話を
していただく．授業検討会を，そこの部屋で続きで
やってもらうということをしました．　　

　秋田市の先生方には，「水研」を何回か，この教
室でやっていただいて，大学教員を含めた授業検討
会をやるということも行いました．もちろん，ここ
での様子は，同じように，部屋から，ここに配信す
るというようなことをして，学生は検討会の様子を
ここで参観することができる、というスタイルを作
りました．
　ただ，作ったのはいいのですけども，学校からお
子さんに来てもらわなきゃいけない．当然 1 時間の
授業をやるのに，往復を考えると 2 時間以上の時間
をつぶすことになってしまう．担任は授業をしたあ
とここに残るわけですから，子ども達が学校の教室
に帰っても担任はいないわけです．担任以外の先生
の引率のもとで，学校から帰らなければならないと
いうような状況がありました．当然バスで送り迎え
になりますので，バス代がかかります．文部科学省
からお金をもらっている時はよかったですし，一時
期こういう事業のためのお金をいただいてやりまし
たが，そのうち，お金が出なくなって．金の切れ目
が縁の切れ目で，その後，このシステムは眠ってい
る状況にはなっております．それと当然，アナロ
グのビデオの時代にシステムを作っていますので，
ちょっと残念ながら今は動いていません．カメラは
耐えられるカメラを設置したんですけどもね．
　学部が行ってきた同様な事業にもそれを進めるに
あたって，センターはかなりのバックアップをし
て，今日も来ている姫野完治先生をはじめ，随分お
手伝いをしてもらったし，逆にそちらの方々が中心
になって動いてもらって，私は後ろからちょっと手
伝ったぐらいのこともある．そんなようなことを
やったりしてきたということが，あったというとこ
ろでございます．
　長々とセンターの経緯と，私がやってきたことの
お話をさせていただきましたけども，あと残りの時
間は，先ほど申し上げましたように，皆さんのプリ
ントでここの三つを併せて，お話をしていこうと思
います．

アクティブ・ラーニングについて
　まずは，「アクティブラーニング」ということが
新たにいろいろいわれていますので，そこのところ
をちょっと切り口にして，この三つのところについ
て，お話をしたいと思っています．
　ここからまた，お手元の資料で 1 ページ目の 4 番
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のスライドあたりから，話を進めさせてもらおうと
思います．改めて浦野が言うようなことではないと
思いますけども，ここからしばらくはご存じのこと
をちょっとお話しさせてもらいたいと思います．
　この講演，一方的ですから，これはアクティブじゃ
ないですね．ちょっとアクティブなところを，この
あと予定はしてあります．要するに活動に焦点を合
わせての指導をすることがアクティブラーニングだ
というような感じでどうも最初入ってきて．一方，
知識の習得という学習に対して能動的な学修を，こ
れを対比的に捉えて，こっちには高次な思考があっ
て，知識獲得と違うようなことがある．そういうこ
とが提案されてきているわけですが，この対立構造
でいいかどうかは別として，今までは向こう側でし
かやってなかったけど，こっち側もやりなさいよと
いうことの指摘だと思うんです．
　県外に行きますと，知識習得のためのレクチャー

をする，講義をするような授業が小学校でもいっぱ
いあるので，それはこっちに戻せという話はよくわ
かるのですが，秋田では，そんなに戻さなくてもい
いのではないか？と思っています．だから，教員に
よる一方的な講義はやめて能動的な学修，ガクシュ
ウのシュウも，私はこの修がいいと思います．
　文部科学省が言っているところでは，こんなよう
な言い方をしていますよね．「学習者に，あるもの
ごとを行わせ，行っているものごとについて考えさ
せることがアクティブラーニングだ」というような
ことを言っているし，これに対して，もう少し細か
く言えば，授業を聞く以上のかかわりを持っている
だとか，学習者のスキルを養成する，育成する．高
次の思考をするんだとか，読むだとか，議論するだ
とか，書くということに，学習者の活動があるだと
か，態度や価値観が変容していくというか，そうい
うことについても書かれて，大事だということを言
われています．これは結構紹介されています．これ
にさらに足して，溝上慎一さんは，認知のプロセス
には外化活動を伴うようなことをしなくてはいけな
いということをおっしゃっています．おそらく，こ
ういうことは，いろんなところで紹介されていると
思います．
　こういうのがうまくいけば，このようになるんだ
よと，いうことをあとでお暇なときに読んでいただ
ければという程度です．
　もう一回簡単に整理すると，学びには，能動的な
ものと受動的なものがあって，もっとアクティブで
あっても，今の話だと，なるべくこっちにシフトし
ろという話．このシフトしている中に，さらに「深
い学び」と「浅い学び」がある．「ディープ・アクティ

スライド 3

スライド 4 スライド 5

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞの出現の経緯

一方向的な講義形式の教育の改善

＝ 網羅に焦点を合わせた指導に対する否定的
命題

⇒活動に合わせた指導 ＝ ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ

高次の思考？

知識の獲得との乖離？

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

3

知識の習得 能動的学習

ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞとは
・教員による一方向的な講義形式 ×遂行

・学習者の能動的な学修への参加 ○

(a) 授業を聴く以上の関わりをしていること

(b) 情報の伝達より学習者のスキルの育成に重きが置かれる

(c) 学習者は高次の思考(分析､総合､評価)に関わっている

(d) 学習者は活動(例：読む､議論する､書く)に関与している

(e) 自分自身の態度や価値観を探究することに重きが置かれる

(Bonwell&Eison,1991)

(f) 認知プロセスの外化を伴う(溝上)
浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

4

・学習者にある物事を行わせ、

行っている物事について考えさせること

アクティブ・ラーニングの意義

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

5

深い学習(Deep)

受動的な学習
(Passive)

浅い学習(Shallow/Surface)

能動的な学習
(Active)

ディープ・
アクティブ・
ラーニング

内面もアクティブに

ヘロン  
鎌倉  
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ブラーニング」が大事だという話が，公開研の際も
いろいろあったと思いますね．この「深いアクティ
ブラーニング」が成立しているかという判断は，教
育工学の立場で言うと，エビデンス，証拠を持って
行うということです．そうすると，子どもが本当に
アクティブだったと私たちが判断するにはどうする
か．外から見て，子どもにこんな活動があったから，
アクティブであったと考えられる，あるいは判断で
きる視点ってありますよね．そういうかたちで整理
してくれていたものが，これです（スライド）．あ
とで少し読んでいただければと思います．
　今の話の続きです．同じように引用ですけれども，
学習活動をいくつかあげてみます．ここに書いてあ
るような，記述，写すかもしれない．何か言ったこ
とを言い換えるようなこと．授業中の発問に子ども
が答えるようなコミュニケーションのところだけに
着目すると，先生の発問で「ノートを取りなさい．」
今，誰々さんが言ったことを，わかっていることを
自分の言葉で言ってみたら？というような問いかけ
に子どもが応えると，例えばこんなことをするわけ
ですね．活動としては，文章に書いてある中身を理
解するというようなことをやるというのもあります
よね．で，こういうのはおそらく，浅いアプローチ
だなと，この方たちはおっしゃっている．
　じゃあ，それに対して，ディープというのはどう
いうものかというと，文章を理解して，そこに，中
心となる考え方をちゃんと理解できることができた
ら，これはディープではないか．深いことができて
いると．
　いろんなものと関連づけることができていたら深
いということではないか．こういうのは，子どもが

活動している様子を，授業参観だと思って私たちが
見ていると，その様子というのは観察可能ですよね．
だから，観察できる事実からこんなふうな判断する
材料が示されている．そういうところから，子ども
同士が論じている，議論している．議論の中身にも
レベルが本当はあるかもしれませんけれども，とり
あえず外から見たら，論じているとか，人に説明を
していることになりますね．
　また，今，勉強していることを身近な問題に適用
してそれを当てはめてみるとか，応用するというこ
とですね．原理と，いろいろなことを，学んだこと
を関連づけてみるとか．仮説を立ててみるとか，離
れた問題に適用する．これ，身近な問題ではなくて，
離れた問題にも適用することができるか．全体を振
り返ってみる．授業の終わったあと，簡単に振り返
るというよりは，もう少し深い振り返りです．自分
の学びを振り返って，ある意味，メタ認知をきちっ
としてみるということですね．
　そして，この図の中の上だけがディープという訳
ではなく，全部で深い学びができる．これだって図
中の下の 5 つを示して深いことやろうと思えばでき
るんです．こんなようなことがあればいいのではな
いかということをおっしゃっています．
　そうすると，こんなことを授業の中に組み込むこ
とが大事でしょうというわけですね．少なくとも，
この辺の部分，黄色で書いてある部分というのは，
相手が必要で，おそらく 1 人ではできない．説明を
するということは相手が要るんですね．グループ活
動などもそうですよね．論じるだとかというような
ときには，今のようなことが必要になる．
　それと，こういうことをやろうと思うと，教師側
がきちんとデザインをしておかないと本当はできな
い．ただ，「おい，話し合え」っていうのは無理な
話．または，少し支援が必要ですよね．だからそう
いうことに対して秋田の先生方は，－正直言ってそ
うじゃない先生もいらっしゃることはいらっしゃい
ますが－多くの先生方はそれをやっている．
　ですから，繰り返して言いますと，アクティブラー
ニングのすべてとは言いませんけれども，既にかな
りのところはできている．ですから，県外からいろ
んな方が見にいらっしゃるんじゃないんですか．県
外の方に，「アクティブラーニングってこういうの
ができるということ」と，私たちは発信していいの
ではないかと思うのです．スライド 6

相手が必要 一人できない
活動をしっかりﾃﾞｻﾞｲﾝ 授業外にやる？

学習活動のｱﾌﾟﾛｰﾁの深さ

学習活動 浅いｱﾌﾟﾛｰﾁ 深いｱﾌﾟﾛｰﾁ
振り返る
離れた問題に適用する
仮説を立てる
原理と関連づける
身近な問題に適用する
説明する
論じる
関連づける
中心となる考えを理解する
記述する
言い換える
文章を理解する
認める・名前をあげる
記憶する

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

6

Biggs&Tang(2011)

Akita University



第40号　2018年 255

　ただ，そのときに，もう少し考えてほしいことは，
こういうことが，授業の場面以外でも子どもたちが
できるような仕掛けをしているでしょうかというこ
とです．授業では，このことについて話し合えと，
話し合わせます．だけど，例えば，自律的に，自主
的に立ち向かうそういう場面はどれだけあるでしょ
うかということも少し考えてみるといいかと思いま
す．難しいと思いますが．しかし，それが本当は，
教師が支援するということの一番大事なところでは
ないかと思うのですが，いかがでしょう．
　また，いろんなところを調べていたら，似ている
ことが書いてあるのが見つかったのが次のもので
す．これは意欲的か意欲的でないかという姿の話で，
ディープかディープでないかに近いところです．そ
うすると，先程言った観察可能，生き生きとしてい
るというのはどうやって判断するか難しいけれど
も，観察可能な部分というのは，こんなものがある
のではないかということです．

　そうすると，私たちが日頃，授業の中で目指すの
は，こっち側（図の左側）を目指すといいのではな
いかということです．例えば，授業のはじめにねら
いを言うのは，無目的じゃなくやろうとしているか
らでしょ．だけど，できれば本当は，ちゃんと子ど
もたちが自覚できるようにすればいいんですよね．
そういうようなことに，この表をご自分の授業に当
てはめたり，または，教室を回られたときに，そう
いう視点で何か声をかけていただけるといいのでは
ないかと思うのですけどもいかがでしょうか．

アクティブ・ラーニングと自身の研究
　では，ここまでしゃべってきて，もっと簡単に言っ
たら，ディープ・アクティブラーニングとは何か．
これについて浦野が思っていることは何だと言われ
たらということで，少しだけ提示します（スライド
8）．私は脳が活性化しているということだと思っ
ています．活性化するとどうなるかというと，これ
を子ども像で少し語ってみたらどうかなと思うので
す．運動に置き換えてみればいいです．マラソン大
会をやって，一生懸命頑張った子はどうかというと，
全身疲労を起こすわけですよね．同じように授業中，
アクティブラーニングをして脳も活性化したら，脳
も当然疲労を起こす．疲労して倒れちゃ困りますが，
くたびれる．1 時間目から 6 時間目まで，これを全
部やっていたらどうなるかよくわからない．ちょっ
と言い過ぎかもしれませんね．疲労という言い方が
ちょっと誤解を招いているかもしれない．要するに

「使った」ということです．日頃よりは多く使った
ということです．そうすると，私たちが観察可能な
のは，「はーっ」ていうところですよね．「くたびれ
た！」，授業を集中してやっていて，それが終わっ
た瞬間，「はーっ」となるとか，「わかった！」だと
か，「やった！」というようなことが子どもの中か
ら出てくるような授業は，おそらく活性化されてい
た．この活性化は，もしかしたらレクチャーでもで
きるかもしれないですね．何もアクティブに活動す
ることだけが「アクティブ」ではなくて，子どもが
授業中に思考をすればいいわけです．先生が問いか
けて，そのときに一生懸命に思考をして，こういう
一斉授業だとこういうやり取り（自分と参加者を交

スライド 7

表1-1エンゲージメントと非エンゲージメント
(Skinner,Kindermann,Connel,&Wellborn,2009を一部改変)

いる

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

7エンゲージメント:意欲的な姿 非エンゲージメント:意欲的でない姿

行動的側面 行為を始める
努力する,尽力する
一生懸命に取り組む
試行する
持続的に取り組む
熱心に取り組む
専念する
熱中する
没頭する

受動的で先延ばしにしようとする
あきらめる,身を引く
落ち着きがない
気乗りがしない
課題に焦点が向いておらず不注意
注意散漫
燃え尽き状態
準備不足
不参加

感情的側面 情熱的である
興味を示している
楽しんでいる
満ち足りている
誇りを感じている
活き活きしている
興奮している

退屈している
興味がない
不満げである/怒っている
悲しんでいる
気にしている/不安を感じている
恥じている
自己非難している

認知的側面 目的を自覚している
アプローチする
目標実現のために努力する
方略を吟味する
積極的に参加する
集中する,注意を向ける
チャレンジを求める
熟達を目指す
注意を払って最後までやり抜く
細部にまで丁寧で几帳面である

無目的である
無力な状態である
あきらめている
気の進まない様子である
反抗的である
頭が働いていない
回避的である
無関心である
絶望している
精神的圧迫を感じている

スライド 8

浦野が思う
ディープ・アクティブ・ラーニング

脳が活性化

活性化すると、どうなる？

これを子ども像にしたら

運動に置き換える

マラソンを頑張った ⇒ 全身疲労

脳の疲労

授業が終わった時点で 「ハッー」

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)

8
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互に指し示して）をしながら，一人一人の子どもの
頭の中ではそういう事態だって起こるわけです．そ
れもアクティブ・ラーニングの一つとしていいので
はないかなと思います．
　私が何をしてきたかということを少しだけ紹介し
ます．このスライドは教育メディアとのかかわり，
私がやってきた仕事の一つで，「アクティブビュー
イング」というのを，海外でやっていることを紹介
したものです．アクティブビューイングとは何かと
いうと，これ「おかあさんといっしょ」という番組
を子どもが見ていると，テレビの前で一緒に踊りだ
しますよね．あれがアクティブビューイングです．
早い話が．例えば，別に踊りじゃなくても，テレビ
の画面から問いかけたら，そのことについて考える．
テレビに答えたって応えてくれないですがね．その
ときに，教師だとか家族の誰かが，それについて応
えてあげていたら，問いかけたことに対応したこと
になりますよね．そんなようなことをするのがアク
ティブ・ラーニングだというようなことです．テレ
ビの視聴，取り分け幼児の視聴を勧める際に，使っ
ていました．もう少し成長すると，大切なのは，ク
リティカルビューイングです．ただ言われたことだ
けを見るのではなくて，それをちゃんとクリティカ
ルに見て，問題点をちゃんと見つけたり，制作者が
どんな工夫をしているかというようなことを見なが
ら，考えていこうということもやってきました．活
動すること，なすことによって体験に学ぶアクティ
ブラーニングができますよということを，かなり以
前の2005年ごろに紹介したのがあったので，それを
ちょっと持ってきました．

　その頃，アクティブラーニングなんて誰も言って
ない時代だったので，そんなことを言って，全く無
視されるのに近いような報告をしたように覚えてい
ます．
　また，クリティカルビューイングについても，こ
んなようなものを材料に，番組分析をしたりするよ
うなことも研究としてやってきています．これらは，
この業績一覧の中に紹介した論文が入っています．

秋田でのアクティブ・ラーニングについて
　話を戻します．アクティブラーニングは秋田では
どうなっていけばいいのかという展望です．私は，

「あまりしなくていいよ」と言ったけれども，それ
はどうしてかというようなことを見てみたいと思い
ます．学校に呼ばれていろいろお話をしますよね．
授業検討会に呼ばれて行きます．もちろん呼ばれて
行くだけでなくて，どうせやるんなら「一緒にや
ろう」と言って，「1 回だけ来てくれ」というのに，
いや，「3 回行きます」，「4 回行きます」とか言った
りして，無理な押しつけを随分やってきました．そ
ういう中で私は，授業中，子どものノートを上から
こうやってカメラでよく撮ります．授業の進行中
撮った子どものノートの写真です．
　ちょっと小さいので拡大しましょう．めあてが書
いてある．「問題」が，ここまでは黒板に書いてあ
るんです．「考えよう」，各自一人一人考えてやって
ます．その様子を見てほしい．次に，別の子のノー
トです．同じことが書いてありますけども，考えて
みようは全く違いますよね．で，3 人目．上は同じ
だけど，考えてみようは，また，全く違うことを書
いている．このような個での活動を行った後，この
授業では，これを小ホワイトボードに書き黒板に掲
示している．ノートからホワイトボードに写さずに，
いきなりホワイトボードに書けばよかったのかもし
れませんが．このように代表的なこの子の考えをみ
んなの前で，発表する授業をしています．
　これ，明らかにアクティブ・ラーニングですね．
最初のこれを書いているときに，ここは各自考えた
でしょ．考えられなかった子はどうするの？という
のはあります．これがまさに教師の支援だと思うん
ですね．机間巡視をして，そういう状況の子どもを
どうつかまえるかということはある．
　ここで考えられるのは 3 通り．もっと出てきてい
ますけどね．こういうようなアイデアが出てくるわ

スライド 9

４．教育メディアとの関わり
(ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ)

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)
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けでしょう．このアイデアのうち，今のねらいに対
してどれが適しているか，または，どれが合理的か
というようなことを子どもが議論するわけです．こ
ういう場を設けて授業を進めていくことも，アク
ティブ・ラーニングですね．その際に，他者の意見
を聞いて，自分の考えを修正するということもある
かもしれない．アハーという納得もありますよね．
そういう授業を，やはり繰り返すことが大事だと思
うんですね．現に秋田の中で学校を訪問すると，こ
ういう授業がすべてとは言いませんが，かなりの機
会，こういう授業にお目にかかります．これをさら
にアクティブにしろと言ったら，基本的なことを教
える時間がなくなっちゃうんじゃないか．だから，
その辺のところをよくわきまえて，アクティブ・ラー
ニングを導入していかないといけないと思う．ただ，
繰り返して言いますが，人によって，先生方によっ
て，このレベルが随分違っているので，そこは校内
で，特に管理職の人たちがよく見定めなくてはいけ
ないこともあるのかもしれません．
　こんなこともあります．これは，中学校の社会科
の授業をしている様子です．中国地方だったかな，
脊梁山脈がありますね．それで，こちらとこちらで
気候が違うということで，そこで撮ったバッケか何
かの植物の写真を使って，「違うよ」ということを
話をしています．（授業の途中の 2 枚の写真を示し
て）このときに，子どもの並び方が違ってるのわか
ります？向きが．こういうように分けて何をしたか
というと，こっち側の人たちは，こっちを見ていま
す．向かい合っています．その違いは？脊梁山脈．
あなたたちは山脈のこっち側よ，あなたたち山脈の
向こう側よと．それで，いろんな考えていることを
対照的に言わせるわけです．それで，授業を進める．
だから，これもアクティブですよね．相手の言った
ことに対してどう反応するか．そして，自分たちは
それに対してどういうことがあるかと考える．その
際に，子どもたちのノート見ると，例えば，この子
のノートはこうだし，この子のノートはこうです（2
人のノートを示して）．全く違いますよね．同じじゃ
ないですよね．そして，このノートに書いてあるの
をどうまとめるかというのは，少し難しいかもしれ
ません．まだ中学生だから当然あるかもしれない．
しかし，こうやって自分で大事だと思うことと，自
分の判断できちんとノートを書けることも，これも
アクティブではないでしょうか．

　このような授業実践がこれからなくなっていって
しまったら大変だなと思うのですけれども，いかが
でしょうか．今の写真は2009年頃の写真です．です
から，10年とは言いませんが，この頃，あるいは既
にその前から，こういう授業というのは至るところ
で行われていたのです．ですから，あんまりアクティ
ブ・ラーニングをやれと言って，大きくかじを切る
と，切りすぎではないかなと思っています．ただ，
少しやったほうがいいこともあります．今までやっ
ていることと違うこともありますよ．だからゼロで
いいという話では決してありません．いいでしょう
か．こんなことを，ぜひお願いしたいなと思ってお
ります．

読解するとは－総合的な学習の時間のねらい
　では少し，われわれもちょっとアクティブになり
ませんか？私がしゃべって40分以上過ぎましたが，
ほぼ半分の時間過ぎましたので．お手元に，スライ
ド10というのがあります．よろしいでしょうか．「こ
のグラフを読んでわかることを考えてください．」
という課題です．ただ，これ，何かよくわからない
と思うので，少しだけ解説をします．出生率につい
ていろいろなことを考えて，国の外郭団体が推測し
ているデータです．2010年現在が，今のところ一番
新しいデータなので，2010年よりこっち側は過去の
ものですね，既に事実．ここから先は，こういう予
測に基づいて書いたグラフです．で，もう一つわか
らないといけないのは，生産年齢人口というのは15
歳から64歳の日本国内の人口の割合が書いてありま
す．いいでしょうか．大学の定年は65歳ですからね，
私はもう既に誕生日は過ぎましたので，私はここで

スライド1０

http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/newest04/z1_4.html 国立社会保障・人口問
題研究所
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なくて，こちら（老年人口を指して）に入っている
んですね，分類でいきますと．老年人口というのは
統計上働いていない人，こちら側（生産年齢人口を
指して）は稼ぐことができる人．そしてここが年少
人口で，義務教育までの人．それをパーセントの割
合で書いたものです．よろしいでしょうか．ではこ
のグラフを見てわかることを考えてください．1 分
ぐらいにしましょうか．
　これ，今やるということがアクティブ・ラーニン
グですね．
（間）
　はい，では，時間になりましたので．本当は学生
だと，ここで，「何かわかった人」と発言してもら
うのですが，今日は私から少し解答例をお示しした
いと思います．ご自分の考えと比較してみてくださ
い．例えば，生産年齢人口はだんだん減ってきてい
ますよ，割合減ってきています．老年人口は増えて
きていますよ，ずっと増えてきています．だけど，
生産年齢人口にも着目すると，何かふたこぶかどう
かわかりにくいですが，こぶがある．もしかすると，
これとここは位相が少しずれていて，関係があるか
もしれない．これがずっと上がってきて，これが下
がるから，どっかこのあたりでクロスするんじゃな
いか，ありますよね．
　そういうのを読み取った人は，小学生レベルとは
言いませんけども，グラフの形だけを読み取ります
ね．読解力というのは，このグラフから何を読み取
るかということですよね．PISAが求めている読解
力も，－もちろんテキストを読む読解力もあるけれ
ども－，こういうところから何を読み取れるかとい
う力です．問題解決というのも，同じでしょう？そ
れを少し言いたいと思います．
　補助線を引くというのもありますよね．補助線
をここに引きます．青い線を引きました．青い線
を引いて，ずっとここにいくと，ここ何％でしょ
う？ 65％ぐらいですね．3 分の 2 です．2010年は人
口の 3 分の 2 が生産年齢人口だということです．こ
れがみそなのです．私たちは，3 分の 2 と言われた
ら，そこで思考が止まっちゃうんです．3 分の 2 い
るということは，残り 3 分の 1 は老年人口か，年少
人口でしょう？働いていない人でしょう？そうす
ると，日本人が 3 人いたら，2 人が働いていて，1
人が働いていないということになる．これが少し前
の状態でしょう？このグラフは2060年まであるので

す．2060年は，これがどうなっているんですか．約
50％．ああ，65％が50％になる．「15％ぐらい減っ
たのね」と見るか，もう一つは，先程の割合で言う
と，日本人が 2 人いたら，1 人が働いて 1 人が働い
ていないんですよ．この人たちを支えているのは，
この人たちでしょう．今は 2 人で 1 人の人を支えて
いる．2060年は，1 人の人で 1 人の人を支えなきゃ
いけない．だからお金を出す立場で言うと，今の倍
出さないと日本という国は成り立たない．そこまで
読み取りました？このグラフは間違いなくそこまで
語っているでしょう．そうすると，税金も倍出さな
いといけないということでしょう．私たちにとって
自明のことは，日本の人口は減っていくんです．で
すから，生産年齢人口の割合は減少していますが，
絶対数は見かけよりももっと減っていくんです．そ
うすると税収は減るのです．今と同じサービスを行
政に期待したら，もっと，一人当たりが出す税金を
上げないと，サービスは維持できませんよね．だか
ら倍以上に出さないと，同じ社会は維持できないと
いうことまで意味しています．
　そこで，これに気づいたらそのあとどうするかが
課題になってくる．ここまで私が言ったところまで
が，読解することによってわかる．その先，問題解
決をしようと思ったらどうできるかという課題を考
えていくのが，例えば，私たちが目指すべき総合的
な学習の時間で子どもがやるべきことだし，現実の
社会では，議員さんを含めて私たち市民がこの街を
どうしていったらよくなるのかということを考えて
いくことは，務めではないでしょうか．
　例えば，市や県とか財政だけのことを言えば，サー
ビスを縮小する，集約する，重点的に配置するなど
といろいろ手立てはあるわけでしょう．それは次の
ステップとしてこれから考えればいい．読解した事
実にもとづいて，そういう手立てを考えることが，
繰り返しになりますが，総合とかそういう時間にし
なければいけないことではないでしょうか．だから
私たちが教材として，素材として提供しているのは
何であって，子どもにどこまで考えさせて，その先
どう発展していくかというようなことに対して子ど
も達が何をするかということを考えてあげること
が，大事だと思います．これは直接アクティブ・ラー
ニングをどうとかということではありませんけれど
も，子どもに思考させたり，活動させたりするとい
うことは，そういうようなものを用意してあげるこ
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とが，大きな学びにつながるのではないかと思うの
ですが，いかがでしょうか．

学び－構成主義的学習観
　この問題は何回も出てきて聞いた人もいると思い
ます．Aさん，Bさん，Cさんという 3 人，お友達
がいたとします．その例え話をちょっとさせてもら
います．いいでしょうか．（スライド11）
　Aさんは太郎がおとなしいというイメージを持っ
ているということを，こうやって表現することにし
ます．Bさんは太郎は手が早いと思ってる．ここで
また横道にそれますが，「手が早い」って何ですか
ということです．子どもに言葉を使うときに，小学
校1年生に「手が早い」って言うのと，中学生に「手
が早い」って言うのでは，全く意味が違いますよね．

「手が早い」の中学生の意味は 2 通りぐらいありま
すよね．手や足が出て，すぐに人を殴るのが早いと
言うのと，女の子にちょっかいを出すのも「手が早
い」ですよね．このように，同じ言葉でも意味する
ことが多様ですね．そのように言葉の定義が子ども
たちにちゃんと伝わっていなかったり，子どもの定
義と異なる使い方をしている授業って，時々ありま
すよ．それも気をつけなくてはいけないことですね．
さて，ここでは，ちょっかいを出す，女の子に声を
かけることが多いのが太郎さんだったとしましょ
う．ここに，3 人目のCさんがうわさ話を持ってき
ます．「ねえねえ，太郎が花子に本を送ったんだっ
てさ」といううわさ話．ここからがちょっと年取っ
た65歳のおじさんが考えたことなので，現実離れし
てるかもしれませんけれども．この太郎が三人友達
の共通人物だということで，この太郎はここにくっ

つくわけですね，頭の中で．Bさんの頭の中では，
この話がこうやってくっつきます．Aさんの頭の中
に，こうやってくっつきます．いいですよね．くっ
ついた結果，このときにAさんとBさんは，どう思
いますかという話です．Aさんは，あのおとなしい
太郎が花子に本を送ったんだから，おとなしいって
いうことはまじめだから，「太郎さんは，花子のこ
とが好きなんじゃないか」と例えば思う．純粋にそ
う思った．一方こちらのBさんは，あの手の早い太
郎が花子に本を送ったんだから，下心があって，花
子さんはまじめだから「ちょっと気をつけな！と言
わなきゃいけないよね」って思う．いいですか．こ
のぐらいはおつき合いできますよね，だとすると，
言いたいことは何だかわかります？皆さんがAさ
ん，Bさん．私がしゃべってるCさん．私の話を皆
さん受け取るときに，この場合太郎っていうところ
をノード（節点），手がかりにして，自分の既有の
知識に結びつけ私の話を聞いているわけです．そう
すると，同じ話を聞いても受け取り方は違う，異なっ
た内容の学びになるということです．
　教室で30人の子どもに同じ話をしても，30人とも
違うように聞いているかもしれない，学びとしては．
そういう前提で，私たちは授業をする必要があるの
ではないでしょうかということです．すごい例えで
簡略に言っていますから，これだっていいとは言い
ませんけども，あり得そうだということは納得いた
だけますか？だから，「俺が教えたのにお前はでき
ない」というのは，俺のやり方がまずくてここがう
まく結びつかなかったんだ．ここを工夫しなきゃい
けないよねと考えることが，大事かもしれないとい
う話題でした．学びについてこのような考え方を構
成主義的学習観と言います．次の課題へいきたいと
思います．いいでしょうか．また参加型でちょっと．

秋田の特徴－子どもへのコメントの多さ
　例えば，こんな風景が教室の後ろにはありますよ
ね（一般的な教室の風景をプレゼン）．中学校，高
校に行くと，やたらに殺風景なところが多くなりま
すが．高校は，こんなところに置いたら，後ろの黒
板も授業中に使うから「使えないじゃないか」とい
う話も出てくるかもしれない．では，この後，後ろ
の黒板の横にあるいくつか掲示物をお示しします．
さっきの黒板の後ろにあるものの違いを見つけてく
ださい．問題のあるものをグルーピングしてもいいスライド11

11
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です．皆さんどっちですかということを見つけて下
さい．ちょっと小さいので，字は読めなくていいん
です．こういうのが貼ってありますので，いいです．
　皆さんも知っていますよね．透明なシート入れた
ものが，透明なシートはこっちから，こんなふうに
出てきますよね．ちょっとまた今，続けて同じよう
なのが出てきちゃうんですけども（このように，10
校程度の風景を示す）．
（間）
　ここまでなんですよ．何か違いわかりました？実
は，ここまでが県内で，ここからは県外．これはい
ろんな学校で私が撮った写真です．（改めて）ここ
から県内の学校です．わかりますか．書き込みがあ
るんです（他県のものにはほとんどコメントがな
い）．しかも，書き込みの分量が秋田の先生のほう
が多い．これ，ちょっと言い方を誤ると，過重労働
をしろという話をしているんじゃないとなります
が．給食の時間を切り詰めて，子どもが食べている
間に一生懸命にコメントを書いている．そういう
サービスは，秋田では非常によく行われている．こ
れを引き継いでいかなかったら，やはりちょっと
もったいない，そういう気がするのです．
　県外でこういう話をすると，先程の勤務時間とか
労働のことに話が出たり，コメント自体に気づかな
かったという人もいる．頑張っている人もいます．
これは県外の中学校の体育の先生のワークシートで
す．毎時間終了後に各自の小課題の進捗状況をここ
に書くと必ず先生がコメントを書く．これ，ここが
1日ぶんです．ここが2日目というか，別の日です．
このようにして書いたのを集めて，書いては返して
いる．こういうことを通して，子どもの信頼を得て
いるのです．この人は新卒だったと思いますが，やっ
ていました．そんなようなことが，子どもの成長ま
た教師の成長にも大きく影響しているのではないか
と思うんです．全国に広がりつつあるこのようなこ
とが，秋田ではぜひとも継続していただきたい．

話し合う，語り合うとは
　では次へ．お手元の資料には「課題」以外の何も
なくて白紙になっています．ここでの課題は「楽し
い授業ってどんな授業ですか．」です．これは教育
に関係している先生が多数ですから，いいですよね．
楽しい授業を定義してくださいという話です．「楽
しい」ってどういうことですか，「楽しい授業」っ

てどんなのを言いますか，ということを，ちょっと
箇条書きでいいからメモしてください．1 分間くら
い時間を取りたいと思います．また 1 分で箇条書き
でいいですから，ご自分のメモでいいです．人に見
せるためのメモではありません．どうぞ書いてくだ
さい．1 分ぐらいで．
　本当は机間巡視したいんですけど，それはやめま
す．よその研修に行くと机間巡視するのですが．
（間）
　はい，1 分たちました．いくつ書けましたか．「ど
なたか発表してください」とよそで言うと，大抵手
を挙げてくれる人がいなくて，「やっぱりいません
か」という話をして，「じゃあ隣近所でちょっと書
いたことを交換し合ってください」となる．3分じゃ
長いと思うので，2 分くらいにしたい．今日は，2
分ぐらいで，書いたことを交換してくれますか．伝
え合ってくれますか．わからなければ批判はしない
で，質問はいいですよ．ちょっとやってくれますか．
ご自分で書いたことを意見交換し合ってみてくださ
い．
（間）
　およそ 2 分たったと思う．大体見ていると，ほと
んどのところがもう話をしていない．1 分半ぐらい
で，話のネタは尽きてしまったのかもしれません．
　じゃあ，ちょっと次へ行ってもいいでしょうかね．
質問です．ここからが本当の質問．ほかの人の話を
聞いたら，聞いたことによる学びはありましたか．
あった？はい．ない方もいらしたようです．短かっ
たから，ないかもしれません．私の課題以外の話を
していませんでしたか．私は，どこかあそこへ行っ
てちょっと余計なことを話しかけてきましたけど，
どうですか．これは手を挙げにくいかな．ニヤッと
笑った人も何人かいるかもしれないですね．
　一つは，子どもも同じではないですかということ
です．それと今，私の問いは適切ではないかもしれ
ないですね．1 分考えろと言って，その考えたこと
を 1 分半くらいで伝えろと今言いましたけれども，
1 分で考えられる問いじゃないです．それにあまり
にもアバウトです．レベルの大きいことを問うたの
で，当然食い違いがあることを想定し，当然差があ
ると思って問いかけた．この兼ね合いでしょ，子ど
もの話し合いって．いかがでしょう？そのときにや
ることがなくなっちゃったら，皆さんも静かになっ
てしまったけれども，本当は今のを題材にして，も

Akita University



第40号　2018年 261

う少し深めてほしいわけですね．深めるときは，私
は何も言っていないですね．そういう手立てをもう
少し示しながら問いかけをしたら，もう少しできた
のではないでしょうか？どうでしょう？子どもに今
みたいなことをやれば，少なくとも違う考えを友達
からもらえるかもしれない．そういう場を作ってあ
げることが大事だと思うわいけです．
　それともう一つは，ここで何を学ぶのかというこ
とだとか，何を根拠に話をするのかというようなこ
とも，私たちはきちんと捉えておいて，子どもに伝
えなくてはいけない．私たちだけの仕事で言うと，
こういうことをするとしたらエビデンス，事実，証
拠，根拠となること，例えば，「子どもの目がきら
きらと輝いていた．」これは，表現としてはどうだ
ろうか．きらきらと輝いていたということは，こん
なことがあったから私はきらきら輝いているという
ように判断したのか．そこを示さないといけない．
そこを示すと，若い人たちに重要な視点を伝えるこ
とが可能になるのではないですか．どこを見ればい
いか．ただきらきら輝いていたと言ったって，そん
なのは伝わりませんよ．若い人，わかんないです．
それを，伝承するのです．いろんな私たちのわざだ
とか考え方を他者へ伝達する．
　そのようにして，今のことだけではありませんけ
ども，話し合いとはどういうことかということにつ
いて，皆さんご自身がやってきたことを基に，手が
かりにして，子どもたちにさせていかないとできな
い．子どもたちに話し合えと言っても，話し合いの
仕方を知らないわけですよ．私たち自身も工夫して，
それを子どもたちになるべく伝えていくということ
が必要なのではないでしょうか．

学校文化の伝承
　そういう意味で，私たちはこれから学校文化をど
う伝えていったらいいかということが大事だと思う
のです．柱で言うと三つ目の柱に近いところのとこ
ろですけれども，学校文化とか教員の文化です．例
えばこんな言葉があります．「温故知新」年を取っ
てくると昔のことがいいと思い，やたらに最近，と
みにそう思っています．だから，年を取った証拠だ
なと思っています．
　もう一つは，「不易と流行」という言葉．私はこ
れがすごく好きで，不易と流行が秋田を支えてきて
いるのではないかというように思っています．流行

というのは，ファッションの流行と同じです．だか
ら，例えば今でしたらアクティブ・ラーニングにつ
いて飛びついてやるのが，流行です．実は学力が高
いといわれている秋田県だとか富山県は，結構新し
いものが好きだと思うのです．秋田県に，古い建物
はあんまり残ってないですよね．秋田大学は，鉱山
学部の事務室がそこに（西方を示して）再現されて
ますけれども，もとの建物は，早々と壊しているん
ですね．観光地に行くと昔のものがいっぱい残って
いる所が多くありますが，秋田ではどんどん壊して
きている．古い建物がそのまま残っているのは，赤
れんが館が残っているぐらいですかね．だから，逆
に言うと新しいものが好きだから，壊していく．そ
れと，富山の教育工学など，最初に飛びついていろ
んなことやっている県の一つなんです．だから新し
いもの好きだと思う．
　佐々田先生がいらっしゃいますが，例えばふるさ
と教育，平成 5 年に冊子も出していますけども，ふ
るさと教育も総合という学習につながる，先取りに
近いですね．先取りと考えるかどうかはいろいろと
ありますが，新しいことをやっている．
　ほかにもいっぱいやっています．コアカリキュラ
ムがそうだし，いろんなことが早くから行われても
いる．だけどそういう中で，捨てるのも早い．もし
かすると不易と流行が上手に機能している．変わら
ない部分は持ち続けながら，新しいものを導入して
いくことがうまかったのですよ．だから，不易，変
わらないというのは，実は伝承があったからです．
明治に学校制度が始まり，何年か前に140周年記念
の式典がありましたけれども，140年の歴史を背負っ
て今の小学校があるわけでしょう．そのうちに途中

スライド12

温故知新

不易と流行

ICTの活用(ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC)の活用  

子どものﾉｰﾄは？

先生の板書は？

学年数 × 10分

秋田独自？の家庭学習

教員文化の伝承

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)
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でいっぱい捨ててきたものがあると思うのですけれ
ども，一方でかなりのものも残っている．それが伝
承だと思うのです．その伝承が今非常に危ないわけ
です．一つは，若い人が人の話を聞かない．聞くこ
とができない．わからないときに尋ねることがなか
なかできない．そういうことがあるのではないで
しょうか．その現実を上の人はあきらめている．言っ
たって聞いてくれないと，言わなくなってしまって
いる．かつ，この10年ぐらいで秋田の先生方の半分
ぐらいが入れ替わるわけでしょう．そうすると今ま
で培ってきたいろいろな，教員の中でよかったもの
がいつの間にかなくなってしまう．すると，当然学
力はトップではなくなるという時代が来ることが目
に見えていると言われても仕方ないくらいの状況に
なるのではないでしょうか．
　流行すると，どんなことが起こってくるか．例え
ば，ICTを一生懸命やっている学校さんを見てきま
した．子どもが一生懸命こうやって授業に参加して
いる様子があります（写真を示しながら）．これを
見せるために教室内の机を配置したと思うのです
が，例えば，課題はわかりますか．ここに出ている
文字の大きさで見えますか．今，子どもたち何をし
ているか．あまりこちらを見ていないです．本当は，
共同注視をしてここを全員の子どもが見ることがで
きるのが電子黒板のとてもいいところなのですが，
共同注視になってない．先生と 2 人だけで授業をし
ている．そんなことが起こってきていますね．また，
授業の終わりまでいっても，このくらいの板書しか
ないという例も多い．学校の中でICTを活用する
ことにみんな一生懸命やっていて，その研究は一生
懸命やっているのです．しかし，若い人たちが黒板
を，板書をどうしていこうというような基本的なと
ころが，先輩たちがうまく指導できていない．新し
いものが入ってくると，こういう事態がいっぱい起
こるんです．だから不易と流行のうち，不易の部分
をちゃんと死守しながら新しいもの取りいれていく
ことがとても大事なのです．秋田は，これまでうま
くできていた．それを知っている人たちはおそらく，
今は，中堅どころより上の人たち．その人たちが，
いかにこれから伝えていくかということが，大きな
課題ではないかと思うわけです．
　昔からの言い回しで，家庭学習の時間は「学年数
×10分」．1 年生は，10分間家庭で勉強すればいい
というのが，先程の話の140年の歴史のどこから始

まったかよくわかりませんけれども，戦後すぐの頃
から間違いなく言われている．戦前の頃からも同じ
ようにいわれていたんですね．こういうのさえ崩れ
ているわけですよね．そういうことをどうやって持
ち直していくかです．
　秋田独自といっていいのかよくわかりませんが，
家庭学習の記録．自分で課題を決めて自分で勉強し
て翌日に学校に持ってきて，先生に見てもらうとい
うのが，秋田の中ではかなりのところで行われてい
ますよね．若手がただこれをまねだけをしてやって
いくと，下手すると形骸化していく．では何を伝え
なくてはいけないのか，本質がどう伝わっていくか
ということが，大事だと思うんですね．そういうこ
とが，これから，先輩教師の今までやってきた実践
知をどうやってつないでいくかとか，学び方をどう
伝えていくかということが大きな課題ではないかと
思います．これを上手にしないといけないなと思う
のです．
　その一つはやはり校内研によるところが大きいと
思います．研修員の方も，教育委員会の方もいらっ
しゃるので．私は，上意下達というか，上からこう
しろという研修よりは，学校が組織体として，自律
的に自分たちの学びをきちんとできるようなことを
作ってもらえるといいのではないかなと思うんで
す．このとおりやりなさいと言われるのはやらされ
ていることになる．そこに，私と一緒に同じように
リタイアされた先生方が大勢いらっしゃる．そうい
う先生に校内研に来てもらって，ちらっといやみを
言ってもらうだとか，こんなふうにやっていると，
授業が，子どもがどうだったというようなことを
言ってもらうということが大事だと思うんですね．
子どもの姿を見てね．

授業参観・校内研修会
　また横道にそれますけれども，秋田県の学校に行
くと，校内研のときに授業参観をしている先生方が
どこに立っているか見させてもらっています．後ろ
に立っている方もいらっしゃるけれども，左右両側
に立っている方が比較的多いです．県外に行くと，
かなりの方が後ろです．指導主事の方って大抵後ろ
にいます．後ろの方は何を見ているか．先生を見て
いるということでしょ？だけど，やはり学びを語る
には子どもを見て語らなければいけないので，子ど
もがどうであったか，それで先生の教え方どうだっ
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た，につながるのですね．そういうことは，秋田の
先生は長けているし，上の方々たちはそのようなこ
とで鍛えられてきているのですよね．それを次の世
代に伝えるという意味では，私はぜひ，先輩を呼ん
で，手弁当で来るから，そういう意味で使ってもら
うといいのではないかと思っています．いかがで
しょうかね．
　私は，研修をするときに大事なことは，全員参加．
座っていれば過ぎ去っていくような研修だとか，声
の大きい人が仕切ってしまう研修ではなく，こう
やって一人一人がきちんと参加して，思考をするよ
うな研修会を目指すべきです．そしてそれが自分の
ことに変わってきて，自分のものとして今日の話を
聞く．私の話で何かいいことがあったら持ち帰って，
月曜日の授業が変わってほしいという発想，そうい
う研修でなければならないと思うのです．ここで話
を聞いて，おつき合いで来て，－それはそれでうれ
しいんですけれども－それだけで帰ったらもったい
ない．明日変わるための手がかりを持ち帰ろうとい
う話です．
　だから，研修で何かしようとこんな悩んでる姿
じゃなくて，やったらみんな楽しく，こうやってよ
かったよねと言えるような研修をしませんか．これ

（スライド14）は，声のでかい人がいて，他の残り
3 人は小さくなっていれば研修会が過ぎていっちゃ
うというものではなく，平等に発言したほうがいい．
　県教委さんも，センターも，付箋紙の方法を提案
していますね．私は，皆さん平等に，10枚ぐらい書
いてくださいと言っています．だから，このグルー
プでは全部で40枚できるはず．この40枚出た中から
例えば，青の人が 1 枚を出したら，この付箋紙に書

いてあることをちゃんと青の人が説明をする．根拠
を．付箋紙には気づいたことが書いてあって，どう
して気づいたのかというのは書いてないのです．「こ
れはこういうことに気づいたからこうなんですよ」
と言って，そこに貼る．「これに近いものを私も持っ
ているよ」という人がいたら，同じように出す．こ
の人も同じように説明をする．この際に，反論はし
ない．他者の考えは受け入れる．わからないことは
質問してもいい．そのように次々と出していくので
す．この話題について，もしこの人が 2 枚あれば，
2 枚出してもいいんです．この話題の付箋紙を全員
が出し終えたら，誰かさんが言い出しっぺになり，
別の話題ものを出してやっていく．
　そうすると，全部でこのところには40枚カード
が出てくる．一人あたり4，5 枚ではだめなんです．
少し考え方が違うという部分は，何枚も書かないと
出てこないんです．少ないとほとんどが共通のもの
で，共通のものを貼ってみんな同じでしたというの
では，だめなんです．先程やった隣としゃべってと
言ったときの，いただきがあるでしょう？同じのも
のばかりだったらそのいただきはないですから．大
事なことはいただきを得ることです．それと，付箋
紙を書くのには，実は教育観だとか，学習観だとか，
子ども観がその背後にあります．それが見え隠れて
いるものを説明によってちょこっとだけ聞くことが
できる．実はそれが伝承につながるのです．
　実践知そのものは盗めませんけども，実践知の背
景になっている「ものごとの考え方」が盗める，い
ただけるわけです．私は，いただくのを「盗む」と
言っています．泥棒のように盗むのではなく，「学スライド13

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)
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スライド14

一人ひとりが、対等に問題意識を 10個は提案
平等性の確保 外発的動機付け

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)
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自分の考えが反映＆皆で共有

Akita University



秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要264

びとる」ことが盗むということです．
　このようなことをすることに大きな意味があるの
です．そのためには，平等性を確保しなければいけ
ない．そのためには，10個書かなければいけない．
ある意味ではそれは外発的動機づけかもしれない．
そういうことをやりながら，実は自分の考えがいろ
いろ反映しているだとか，みんなでいろんな考えを
共有できるだとか，そのようなことをしていただけ
るとよろしいのではないかなと思うのです．ですか
ら，付箋紙を誰かが黙ってポッポッて貼っていって，
5，6 枚貼り終わったあと別の人が 1 枚出してまた
貼っていくというのは，形式的には付箋紙は使った
けれども，そこにおける学びは少ないと思う．
　一枚ずつ説明を繰り返してやっていくことによっ
て他者を理解することができる．4 人のグループ
だったら，校長さんと一緒にいて，「校長さん，何
故そんなことに気づいたんですか」と聞ける．コの
字，ロの字に座っているときには聞けませんよ，絶
対に．そういうような場が大事なのです．それが伝
承です．これを校内でやっていったら，おそらく校
内でほかの話も増えると思うのですね．職員室でコ
ンピュータに向かっている時間は増えてはいるけれ
ども，職員室でそういう，馬鹿話とは言いませんけ
れども，そういうような話ができるようなことが必
要ではないかなと思うのです．

養成と育成
　ここからは駆け足で資料をプレゼンします．少し
だけ見てください．これは，私が定年になる前に資
料を整理していたら，安田先生の資料が出てきまし
た．教育実習生の日誌の一部のコピーです．昭和
55（1980）年頃の日誌です．びっしりと指導案が書
かれています．次にこれを，1990年頃の指導案で
す．書く量がちょっと少ない．昭和55年頃にはある
テーマで観察したことを書いている．この先生はそ
の結果についてコメントを書いている．日誌上でも
コミュニケーションが見られる．このようなことを
しているものがありましたが，今の皆さんの教育実
習ではどうでしょう？感覚的に言うと，だんだん学
生の書ける量が減ってきている，先生のコメントが
減ってきているように私は感じます．感覚的な話で
十分な根拠はありません．
　歴史の中で触れなかったことがひとつあって，平
成 8 年の 1 月，平成 7 年度に大学が県教委にお願い

して行った特別講義の案内です．当時の佐々田先生
のお名前も出ています．採用側の人が採用されるほ
うの人に向かって話をしては，あまりよくないとい
うので立ち消えになってしまったんですけども，そ
んなことも始めたりしていました．最近は，また考
え方も変わってきていますが．
　それと自分のことを言うと何なんですが，私の教
育実習， 4 年生のときの公立学校での実習の記録で
す（スライド15）．私を指導してくれた先生が，書
いて下さったものです．Tが私で，Cは子どもです．
まだビデオがやたらに高く，100万円ぐらいする時
代です．せいぜいラジカセで録音，こんなでかいラ
ジカセを置いて録音できたぐらいの時代です．指導
教員の先生は後ろに座って，メモを全部取っている
のです．メモを取ってから，1 時間，これを清書し
ていたんです．そこで私の授業から 2 時間後には全
職員の机の上に配られる．私の授業記録が．そうい
うことをしていただいた．ここには私の評価も書い
てあります．こういうのが校内の全職員に配られた
んです．
　私がこういう，研究の道に進むようになったこと
のもとをたどれば，もしかしてここにあったかもし
れないです．こんなことを実習中にしてもらってい
た．
　次に，私の一番初めの論文を紹介したい．大学 2
年生の頃，「手伝わないか？」と先生に言われて一
緒にやり，修士論文もこれをテーマに書いたんです．
コンピュータ利用するには，当時カードっていうの
を穿孔する時代だったのです．プログラムを作るそ
のときにはアルゴリズムをきちんとすることが重要
でした．そこで，中学生を対象にアルゴリズムを自

スライド15

1973年9～10月 浦野の教育実習の記録 栗原先生

浦野弘 (秋田大学 教育文化学部)
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学自習するシステムを作ろうといって，開発しまし
た．子どもたちがこんなふうに集まって，自学自習
してこんなふうなことをやって（大きな机を取り囲
んで学習している写真を示して），わからなければ
オーディオで聞いたり，テレビを見て学習する．と
きには友達に聞く．私もこういうテレビの，15分の
ビデオの，学習教材を作ったわけです．講義をしな
がらシステムを作っていこうっていうのをしてやっ
ていました．今で言うプログラミング学習やアク
ティブ・ラーニングの先がけだったのかもしれませ
ん．
　次に，最後の 9 ページのところのスライドです．
最近飛行機で出かけるときには，乗り合いタクシー
で行くことが増えました．乗り合いなんですが，半
分ぐらいは 1 人しか乗ってないんですね．そうする
と，タクシーの運転手さんと話をする．そのときの
会話で，こういう話がありました．機長と操縦士さ
んも送ったりする．そのときの会話を言っているの
です．今日のフライトについての会話は，結構する
そうです．でもその会話は誰が切り出すかというと，
実は副操縦士が切り出すと会話はすごく進む．副操
縦士が話しかけないと，機長は何も言わない．そう

いう人が多いそうです．その際，何も言わなかった
機長は最後に下車するときに，副操縦士に今日のフ
ライトどうだった？ということを聞くと．若いのが
聞かなければ答えない．だけど，多くの副操縦士は
自ら聞いているんです．それを運転手さんは知って
いて，こういうやつもいるよと私に教えてくれた．
運転手さんは，私が誰だかちっとも知りませんが．
　学校も同じだと思うのです．若い人たちが，ほか
の人にどうだったと聞くことができる雰囲気，風土
が大事だと思うわけです．または皆さんが見に行っ
たら，「今日の授業はこうだったと言ってくれ」と
言われるような，そういう学校経営．また若い人も
そういうようになる，そういった学校を作っていく
のが，これからの秋田においてとても大事なことで
はないかと思うのですけども，いかがでしょう？
　このあとの，佐々田先生，佐藤先生とやり取りす
る中で関係するものが出てきたら，またプレゼンを
させてもらうかもしれません．そのようなことで，
とりあえず最初の話はこれで閉じさせていただけれ
ばと思います．
　どうも，ご清聴ありがとうございました．
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